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１．研究の背景および目的  
中学生は，急激な身体的変化や心理的な発達課題に直面し，人間関係も多様化，複雑化
する時期にあることから，多大なストレスを受けやすい．このことは，不登校，いじめ，
暴力行為などが目立って多いことからもうかがわれる．したがって，中学生に対するスト
レスマネジメント教育は極めて重要であり，それに対する期待は大きいといえる．  
我が国の中学生を対象としたストレスマネジメント教育については，学級集団に対して，
ストレスの概念やストレスマネジメントの効果等の知識の指導とリラクセーションスキル
や社会的スキル等の技法の指導とを組み合わせたプログラムが散見される．それらは中学
生のメンタルヘルスの向上に概ね有効であることが報告されているが，介入前における個
人の状況の違いによって効果に限界があることも指摘されている．こうしたことを踏まえ
ると，より効果的なストレスマネジメント教育のあり方の一つとして，学級集団を対象と
しながらも，できるかぎり個人の状況に応じたストレスマネジメント教育が望まれている
といえる．  
そこで本研究では，トランスセオレティカル・モデル（Transtheoretical Model，以下 TTM）
に着目した．TTM は，変容ステージ，意思決定バランス，自己効力感および変容プロセス
という 4 つの理論的構成概念が系統的に統合された包括的なモデルであり，健康行動理論
の一つとして高く評価されている．TTM を適用した健康教育プログラムでは，それぞれの
対象者における行動変容への準備状況を見極め，その準備性に応じた介入を施すため，行
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動変容の効果は大きいと期待されている．これまでに，禁煙や身体活動などの健康教育に
TTM が適用され，その効果が報告されている．しかしながら，我が国の中学生のストレス
マネジメント教育に TTM を適用した例は管見の限りみられない．  
TTM を用いた健康行動の変容を目指す教育プログラムを開発するには，その健康行動に
関する TTM の構成概念間の関連を検討し，変容ステージの前進にとって重要とされる意
思決定バランスおよび自己効力感について，各ステージの特徴を明らかにする必要がある．
また，ストレスマネジメントの状況に関わると考えられる要因として，抑うつ・不安，身
体症状，怒りといったストレス反応を取り上げて，各ステージにおけるその状況を把握す
ることも重要である．   
本研究では，中学生のストレスマネジメント教育において，TTM を適用することの有用
性を実証的に明らかにすること，および重要な教育内容の示唆を得ることを目的とした．  
 
２．論文の構成と内容  
本論文の構成は，全 6 章である．第 1 章の研究の背景と目的については，その概要を前
項に示した．  
第 2 章では，TTM を適用した学校健康教育を概観し，変容ステージ別にグループ分けし
たプログラムの開発研究はみられないことを述べた．また，学校健康教育に TTM を適用
する上では，①学校での授業は学級別に実施されることが多く，変容ステージ別に指導す
ることが難しいこと，②プログラムの進行とともに変容ステージが前進する子どもと逆戻
りしてしまう子どもが混在することへの対応が難しいこと，③学齢期の子どもの行動には
保護者からの影響を考慮しなくてはならないこと，などの課題が挙げられることを指摘し
た．さらに，我が国における TTM を基盤としたストレスマネジメント教育に関する研究
の概観から，中学生を対象としたストレスマネジメント教育に TTM を適用する上では，
まずは信頼性および妥当性を有する測定尺度の開発が求められることを示した．  
第 3 章では，中学生のストレスマネジメントの変容ステージおよび意思決定バランスの
測定尺度を作成し，その信頼性および妥当性を検討した．変容ステージの測定には，フロ
ーチャート形式で回答する方法を用い，行動の継続期間は中学生の発達段階を考慮して「2
ヶ月間」とした．意思決定バランス尺度は，Mauriello LM et al.（2007）による Pros（利益）
と Cons（負担）の 2 つの下位概念を設定し，それぞれについて，中学生が体験しやすい｢人
間関係｣と「性格，体つき，学業成績などの自分自身の問題」のストレッサーを明示した 8
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項目（計 16 項目）を作成した．2010 年 10～12 月に，公立中学校 7 校の 1～3 年生 1,533
名を対象とした無記名自記式の質問紙調査を実施し，再テスト信頼性係数，Cronbach のα
係数，検証的因子分析等の結果から，信頼性および妥当性を有することを示した．  
また，野津有司ら（2006）が作成したストレスマネジメントの自己効力感尺度について，
中学生 731 名を対象とした質問紙調査の結果から，6 項目 1 因子構造の本尺度の信頼性お
よび妥当性を確認した． 
第 4 章では，これらの開発した尺度を用いて，中学生のストレスマネジメントについて，
TTM の構成概念である変容ステージと意思決定バランスおよび自己効力感との関連を明
らかにした．また，各変容ステージにおけるストレス反応の状況を検討した．「ストレスを
感じている」と回答した中学校 1～3 年生 906 名の解析対象者における変容ステージの状況
は，前熟考ステージ 24.6%，熟考ステージ 9.3%，準備ステージ 14.5%，実行ステージ 28.5%，
維持ステージ 23.2%であり，5 つのステージに分布していた．変容ステージ別にストレス
マネジメントの利益および負担の T 得点をみると，前熟考ステージでは負担が利益より高
く，実行ステージおよび維持ステージでは利益が負担を上回った．また，前熟考ステージ
から準備ステージにかけては利益の認知の増加が，準備ステージから実行ステージにかけ
ては負担の認知の減少が，それぞれより顕著に示された．自己効力感については，前熟考
ステージから実行ステージにかけて著しく高くなり，維持ステージにおいてもその状況は
維持されていた．さらに，ストレス反応は，前熟考ステージから実行ステージにかけて，
その状況が低くなることが示された．  
本結果から，中学生のストレスマネジメント教育に TTM を適用することが可能であり，
有用であることが示唆された．また，TTM を用いた中学生のストレスマネジメント教育で
は，すべての変容ステージにおいてストレスマネジメントの自己効力感を向上させる必要
があることが明らかにされた．  
第 5 章では，TTM を用いた中学生のストレスマネジメント教育について，各変容ステー
ジにおけるストレスマネジメントの自己効力感を高める重要な要因を明らかにした．TTM
の構成概念を包括的に取り上げた仮説モデルを作成し，多母集団同時分析を用いて検討し
た結果，本仮説モデルは，すべての変容ステージにおいて同じ因子構造を持つものであっ
た（RMSEA=0.026，CFI=0.794，AIC＝12810.567）．具体的には，中学生が受けるストレッ
サーは，ストレス反応を直接的に引き起こすだけでなく，ストレスマネジメントの意思決
定バランスおよび自己効力感のそれぞれに影響し，それらを介してもストレス反応に影響
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することが示された．  
また，標準化総合効果を算出した結果から，ストレスマネジメントの自己効力感に影響
する要因は，変容ステージによって異なることが示された．すなわち，中学生のストレス
マネジメント教育においては，生徒の変容ステージに応じた自己効力感を高める指導が重
要であることが明らかにされた．具体的には，前熟考および熟考ステージではストレスマ
ネジメントの利益の認知を高めること，準備ステージではストレッサーについて過度の影
響性の認知を軽減したりコントロール感を高めたりすること，実行および維持ステージで
はストレスマネジメントの負担の認知を軽減することを，それぞれより重視した指導が求
められることが示された．  
第 6 章では，結論として，中学生のストレスマネジメント教育に TTM を適用すること
の有用性を次の 3 点から述べた．第一に，中学生のストレスマネジメントの状況はすべて
の変容ステージに分布しており，変容ステージと意思決定バランスおよび自己効力感との
関連は，これまでに TTM が適用されてきた他の健康行動と共通することが明らかにされ
た．第二に，変容ステージが前進しストレスマネジメント行動が実行されることにより，
ストレス反応の状況が低下し，メンタルヘルスが良好になることが示された．第三に，ス
トレスマネジメントの変容ステージの前進において重要である自己効力感の向上に関わる
要因は変容ステージによって異なり，注目された．すなわち，前熟考および熟考ステージ
ではストレスマネジメントの利益，準備ステージではストレッサー，実行および維持ステ
ージではストレスマネジメントの負担であることが示された．また，本結果を踏まえて，
TTM を用いた中学生のストレスマネジメント教育の授業モデルを提案した．  
最後に，本研究のまとめと今後の課題を述べた．本研究により，我が国の中学生のスト
レスマネジメント教育に TTM を適用することの有用性が明らかにされた．そして，TTM
を適用した中学生のストレスマネジメント教育においては，いずれの変容ステージにおい
てもストレスマネジメントの自己効力感を高めることが特に重要であること，そのために
は，それぞれの変容ステージに応じたより効果的な要因を重視した指導が求められること
が結論づけられた．今後は，本研究により得られた知見を踏まえたストレスマネジメント
教育プログラムについて，中学生を対象とした介入評価研究により，その有効性を明らか
にすることが望まれる．  
